





フランスの紳話学者だった， 故Georges Dumezilは， Tit山 Liususや













1) GoDumezil， Mythe et epopee 1 ~m ， Editions Gallimard(Paris)， 1968， 
1971， 1973; Du mythe al γ口7旧日π，Press巴sUniv巴rsifaires d日 France 
(Paris)， 1970などを参照
2) Dum白i!， Legendes SlT les NaTtes， Librairie Ancenne Honore Champion 
(Paris)， 1930; Le Live des HeTOS， Editions Gallimard(Paris)， 1965; 




















































，1) Dumezil， Le Live des HeTOS， pc81ロ
5) Dumezil， Legendes sur les NaTtes， pc58c 






















































9) Dumezil， Legendes SUT les NaTtes， po 179 -189など。
10)同書 pこ190-199など。














































































幸彦のホヲりと， その元の海幸彦のホデ 1)との関係とそっぐりだ。 その
上エフセノレテグは?弓の名人だ、ったとされているので，この点でもホヲり







「日本書紀」に I其'~r?，'也 J~え ltl 長華，槙圭~:l:麗」とも，また対{二喋撃むl，三r，'了玲
瀧」とも言われて， この世にはあり得ぬ目映さと美しさを強詞されて L、hる
iGli刊の官の描寓は， DumeziJによって次の梅雨市の訳されている r に十 jレト
j弘事詩」の中のドンペッテユ Jしめ簡の描潟と月らかに吻合するところが
あるように感じられる。
Voi口 comment邑taitc81ie maison : des murs de nacr日. un pl日nch己]' C巴
verre bteu， et， au plafond， l' etoil巴 dumatinc "， 
このような治の支配否，')11"，1苦で，どちらの主人公も，その1'白山主の










Va tinst.aL忠rsm la colline des Nartes， Ils sont ainsi faits que celui quin'est 
pas ne sur leur colline， ils ne :巴 r巴connC1SS日ntpas p白ur]'und' euxo 13) 
J2i 二トそ っハ尺 Eョ， po.0口。











































































ている c 事実ワタツミは 「古事記」によれば，伎をはじ;うて見たときに，









れている。 これはスキユタイ神話でも， ノくパイオス(ニゼウス)とボ IJュ
ステネス(ニドニエブル)y可の神の娘との結婚から牛まれた， タルギタオ








スキュタイの王家に実祭に相巴されていた。 そ Lて歴代の王たちは‘ そ
れらを何よりも寧び，まるで!lj川'ように祭っていたので， Herod仁Itusはそ
のことを，こう説明している J






















それで、はHerodotusは1.(~，ったいなぜここで， αρ0 '1'ρovと Suróvのあいだ
にだけ， Tεkαiを使ったのだろうか。そのことについての説明は，プラン
スの大言語学考だったEmileBenrenisteによって，はっきりとつけられて

















18) EoBenre釘nl.は白伐， ‘“Trad必itions indο一 ITιm旧e~口mes SUT噌. 1日sclasses sociales". 





























其 )~J!可言，二i二知 l天守iJ 妃，以別宮間之，其女懐踊中日曜，困以有娠， nr申雀凹年
























































19) Dumezil， Le Live desHeros， pc29-30c 
130 7J1[IR又(ヒ 31絹
壁がめぐらされていたと物語られている。
Uastyrdji frappa la t巴reclu manche cle son f ouet : les corps cles じ日uxfre 
res s巴placをrentcl'eux---meme clans une foss巴，日t，sur la f oss巴， surglt une 
piene tomfale merueille--1se， amsi que， tout autour¥un mur fait de chaux et 
de pierre 0 20) 
ワステユルジはそ11かう， ゼラセを妻にするために連れて行こうとし

































が問こえて来た。 それをEfl 、ているうちにヘミユツは. 死者の言Lγっけ








Ap巴ines'efaiv-i! eloigne qu日 latomle s'illumina : Uastyrdji efait deja a 
l'interi巴ur! Il frappa Dzerassae dc son fouet d日 feutre，et la uoici aept fois 
plrs eelle que de son vivanto Il s'approcha d'el巴， Puis il la frappa de nouveau 
avθC SOD fcuet dc fentr日， εtele redevint ce qu' ele etaito" 
2n問書， pご 34-35.

























23)三品彰英「占代祭政と穀震信仰oU(l'三品彰英論文集.J]， 第 5を)， 平凡社，
1973年， 49頁 C









たら t皮に向がっ亡言， てやるべき言葉を数えて， 再び水汲みに行かせ
た。 家の外に出るやいなや， ヘミユツがまたまた彼女に矢を射かけた。
そこで彼友はラ母に教わった通 lつl ，二~)言 j て伎を罵ったっわた工のよう












せられていると聞きま Lた。 それで彼がどこにいるのか， あなたたちか
ら教わりに来たので、すJo
そうするとナル¥たちは，一人の少年に命じて，ウリユズメグとへミユ

















氏女有娠，朱蒙帰後乃牛一'是M 類利，幼年出遊間 r.~Z~ 雀，認。政汲水婦












































































身 hlEElーのすぐ前に， ~~f の;j( O)ír1fl たちが午ーまれたとされてし、る())とま




なったときに， ヲミ ["1:たちは， 「古事記」に一是以 八百貞利， 於天安之河原，






















































































蒙に五穀の種を授けたという， 前fS~た0" 1 日三国史』の記事の中の高句麗
の話と，明らかに酷似している 3 なぜならどちらの話でも，王家の祖母榊
が.その王家の治租となる運命を持った白分の子ある 1いl Z孫を，故郷から




25)二三日彰英「建圏紳訴の諮問題j(O"二三品彰英論文朱j，第 2巻)， LP.凡祉， 1971 
年， 209頁。
